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皆さんは核融合というと何を連想されるでしょうか？小学生
も含めて真っ先に連想するのは太陽ではないでしょうか。約46
億年続く無尽蔵のエネルギーを生み出しているのが核融合であ
り、太陽が何故あれほど熱いのかを学んだ時、世の中にはすご
い現象があるのだと驚いた記憶があります（解明するのもすご
いことですね）。

　核融合自体は1930年代に発見されて夢のエネルギーとして
注目されていたようですが技術的な課題が多く、実用化は困難
と考えられていました。しかし、人間の英知を結集し、2007
年から7か国が連携した国際プロジェクトで国際核融合実験炉

（ITER）の建設が進められており、日本は様々な分野で貢献し
ています。今回の記事では核融合炉に使用される材料が紹介さ
れており、日本で開発された材料（低放射化フェライト鋼）が
検討されています。設計の考え方は記事を読んで頂ければわか
りますが、なるほどと言ったコンセプトです。より核融合炉に
適した材料を開発することができれば商業性が増し、夢のエネ
ルギーの実用化に繋がることは材料屋として非常に魅力的な開
発です。この記事を読まれている皆さんも、夢のエネルギーの
実現に材料屋として貢献してみませんか？
 （Y.K.）

編  集  後  記
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